
令和８年度 地域生物多様性増進法に基づく増進活動実施計画
認定支援モデル事業支援申込書

令和　年　月　日
那須塩原市長　様


	企業・団体名
	

	代表者職・氏名
	

	住所
	

	担当者氏名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	




地域生物多様性増進法の認定申請に向けた支援を受けるため、次のとおり申し込みます。
なお、本申込書の記入内容について事実と相違ないことを誓約いたします。

１　対象区域（サイト）の基礎情報
	項目
	記入欄

	対象区域の名称
	

	対象区域の面積
	約　　　　　　　　ha

	対象区域の住所
	那須塩原市

	対象区域の概要
	（現在の土地の使われ方や環境について簡潔に記載してください。）
　

	想定する活動類型

	該当する項目にチェック（■）を入れてください。
☐生物多様性の維持
☐生物多様性の回復
☐生物多様性の創出




２　応募要件の確認
本事業に応募いただけるのは以下の応募要件をすべて満たす方です該当する項目にチェック（■）を入れてください。
	応募要件
	チェック欄

	(1) 　対象区域の土地所有者等である、又は所有者等から本事業への応募及び活動について事前の承諾を得ている。
	☐所有者等である。
　又は
☐承諾を得た活動者である。

	(2)　対象区域において、生物多様性の増進に資する具体的な活動を既に実施している、又は今後実施する予定がある。
	☐既に実施している。
　又は
☐今後実施する予定がある。

	(3)　本事業の支援を受け、自ら地域生物多様性増進法の認定申請を行う明確な意思を有している。
	☐

	(4)　対象区域の全部が那須塩原市内である。
	☐

	(5)　対象区域の土地の権利関係や、環境保全と開発を巡る紛争等が生じていない。
	☐

	(6)　対象区域の立地や維持管理に関連する各種法令等を遵守している。
	☐

	(7)　認定を取得した際は、本市が実施する普及啓発活動（広報や関連イベント等）に協力できる。
	☐

	(8)　本市の競争入札参加資格における欠格要件（暴力団等）に該当しない。
	☐

	（9）本市が別途実施する「令和８年度 地域生物多様性増進法に基づく増進活動実施計画認定支援業務委託」の受託者ではない。
	☐





３　対象区域の状況の確認
対象区域の状況について、わかる範囲でチェック（■）及び記入してください。

(1)　該当すると思われる生物多様性の価値（複数選択可）
☐原生的な自然生態系がある。
☐里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系がある。
☐生態系サービス提供の場であり、健全な生態系がある。
☐地域の伝統文化のために活用されている。
☐希少な動植物種が生息生育している（可能性がある）。
☐その生態に特殊性のある種が生息生育している（可能性がある）。
☐越冬、休息、繁殖、採餌など動物の生活史に重要である。
☐既存の保護地域などに隣接するなど、連続性を高める機能がある。
☐公的機関によって生物多様性の価値がすでに認められている。
(2)　対象区域の一部又は全部に一般の方が立ち入ることができるか。
☐できる　　☐できない
(3)　現行・将来の開発計画の有無
☐ない　　☐ある（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(4)　対象区域が以下の区域・地域等に含まれるか
☐日光国立公園
☐鳥獣保護区
☐自然環境保全地域
☐いずれにも含まれない
☐分からない
(5)　対象区域と公物等（河川区域、砂防関係区域、治山事業施行地、漁業権区域（定置漁業権、区画漁業権、共同漁業権区域）、保護水面、都市公園区域、道路区域）の管理区域との重複の有無
☐ない　　☐ある（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　現在の状況と重点的に希望する支援内容
本事業は専門事業者による専門的かつ包括的な支援を実施しますが、現在の準備状況や重点的に支援を受けたい項目を確認するため、以下にチェック（■）を入れてください。

(1)　認定申請に必要となる計画や調査結果等の有無（既存のものがあればチェック）
☐動植物調査結果（リスト等）がある。
☐活動計画（保全活動の内容・スケジュール等）がある。
☐動植物モニタリング計画がある。
(2)　重点的に支援を希望する項目（複数選択可）
☐現状把握（動植物調査）支援
（☐植物　☐昆虫類　☐両生類・爬虫類　☐鳥類　☐哺乳類　☐全般）
☐目標設定支援（生物多様性の維持・回復・創出に向けた目標設定）
☐活動内容設定支援（保全活動の具体的内容や手法の検討）
☐モニタリング計画作成支援（調査対象・手法・頻度等の設定）
☐実施計画作成（申請）支援（申請書類・添付資料の作成助言）


５　添付書類
以下の書類を添付して提出してください（別紙での添付も可）

	(1)　対象区域がわかる図面（位置図、区域図等）


	(2)　対象区域の状況がわかる写真（全景、特徴的な環境など数枚）





